
　累計標高2,500ｍ！日本屈指の山岳サイクリン
グが今年も開催されました。
　当日は30℃を超える猛暑日となりました。各エ
イドステーションでは、地元野菜や手料理などが
振る舞われ、参加した選手らは、ボランティアの
皆さんのサポートも存分に受けつつ栄村の自然の
中を走破しました。
※詳細はＰ２―３へ

～グルっとまるごと栄村100㎞サイクリング～ 主な内容

広　報
発行／栄村役場

平成30年

第418号
9月号

■栄村100㎞サイクリング特集
■栄村成人式
■土合橋近況報告についてほか
■国民健康保険証更新についてほか
■広島平和学習
■保健だより
公民館報（第324号）

写真提供：阿部宣彦氏

・・・・・・・・・・Ｐ２－３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４

・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５
・・・・・・・・Ｐ７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ10－12
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ18－25



（2）広 報 さ か え平成30年９月１日

〜
北
信
州
秋
山
郷
サ
イ
ク
リ
ン
グ
浪
漫
〜

グ
ル
っ
と
ま
る
ご
と
栄
村
1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
第
12
回
グ
ル
ッ
と
ま
る
ご
と
1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
8
月
5

日
㈰
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
屈
指
の
山
岳
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
言
わ
れ
、
累
計
標
高
2
5
0
0

ｍ
の
健
脚
コ
ー
ス
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
0
0
㎞
ク
ラ
ス
」、
家
族
や
仲
間

同
士
で
楽
し
め
る
「
わ
い
わ
い
40
㎞
コ
ー
ス
」、
イ
ベ
ン
ト
前
日
に
の

ん
び
り
秋
山
郷
で
宿
泊
し
、
秋
山
郷
と
ね
ん
ぼ
を
出
発
す
る
「
温
泉
ゆ

っ
た
り
宿
泊
50
㎞
コ
ー
ス
」
の
3
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
ね
ん
ぼ
ス
タ
ー
ト
の
他
に
切
明
ス
タ
ー
ト
も

新
設
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
約
3
3
0
名
の
申
込
み
が
あ
り
、
栄
村

の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
村
民
や
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
2
8
6
名
が
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
リ
タ
イ
ヤ
16
名
、

完
走
者
2
7
0
名
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
今
年
は
、
酷
暑
で
雨
も
降
ら
な
い
日
が
続
き
、
大
会
当
日
も
大
変

暑
い
中
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
酷
暑
の
中
、
選
手
の
応
援
や
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
運
営
に
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
笹
団
子
、
味
付
け
平
団
子
、

塩
煮
芋
、
流
し
蕎
麦
・
そ
う
め
ん
等
地
域
食
や
思
考
を
凝
ら
し
た
エ

イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
、昼
食
に
は
栄
村
夏
野
菜
カ
レ
ー
を
選
手
に
提
供
し
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
も
大
好
評
で
し
た
。

　
酷
暑
で
熱
中
症
や
ケ
ガ
も
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
完

走
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

▲サイクリング前夜は満点の星空でお出迎え

▲沿道からの応援で元気回復!!

写真提供：阿部宣彦氏

大
好
評
を

い
た
だ
い
た

エ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
‼



広 報 さ か え（3） 平成30年９月１日

▲かかしと一緒にガッツポーズ!!

▲無事ゴール
お疲れ様でした

▲最高のおもてなしと笑顔をありがとうございました

また来年もお待ちしています!!





広 報 さ か え（5） 平成30年９月１日

土
合
橋
の
今

現
場
見
学
会
の
お
知
ら
せ

信
州
大
学
市
民
開
放
授
業

の
ご
案
内

　
北
野
地
区
で
平
成
27

年
度
か
ら
着
手
し
て
い

る
、
新
土
合
橋
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
現
在
の
工
事
内
容

　
北
野
側
で
は
、
橋
桁

へ
取
り
付
け
る
道
路
の

盛
り
立
て
を
、
テ
ー
ル

ア
ル
メ（
補
強
土
壁
工
）

と
土
に
よ
る
盛
土
で
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

基
礎
、
舗
装
工
と
な
り

ま
す
。
古
い
土
合
橋
の

撤
去
も
行
い
ま
す
。

　
天
代
側
は
、
土
に
よ

る
盛
土
と
、
道
路
側
溝

工
、
用
排
水
路
工
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
舗
装
工
を

行
い
、
本
線
終
了
後
に
、
北
野
天
満
温

泉
取
付
道
路
の
盛
土
に
な
り
ま
す
。

◇
今
年
度
事
業
費

　
道
路
改
良
部
分
が
、
約
1
億
2
千
万

円
、
そ
れ
に
伴
う
水
道
管
本
管
布
設
替

え
が
、
約
1
千
5
百
万
円
で
す
。

◇
完
成
時
期
に
つ
い
て

　
北
野
側
が
11
月
20
日
、
天
代
側
が
10

　
村
内
各
所
の
工
事
現
場
で
、
大
型
重

機
が
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
普
段
は

危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
近
く
で
見
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
作
業
を
し
て
い
る
の
か
？
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
の
か
？
な
ど
色
々
な
疑
問
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
産
業
建
設
課
で
は

住
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
、
建
設
事
業

を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
、
そ
し
て
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
場
見

学
会
を
左
記
の
通
り
計
画
し
ま
し
た
。

秋
の
取
入
れ
作
業
で
お
忙
し
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◇
日
時
　
9
月
28
日
㈮

　
　
　
　
9
時
役
場
集
合
　
16
時
解
散

◇
予
定
コ
ー
ス
（
変
更
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
）　

　
明
石
大
橋
〜
土
合
橋
（
北
野
）
〜
白

土（
長
瀬
）〜
地
す
べ
り
防
止
工（
屋

敷
）
〜
国
道
4
0
5
号
改
良
（
上
野

原
）
〜
中
津
川
砂
防
工
事

　
※
途
中
で
昼
食
を
と
り
ま
す
。
弁
当

　
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
先
着
20
名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
建
設
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
３

　
信
州
大
学
で
は
、
学
生
と
一
緒
に
受

講
す
る
機
会
と
し
て
、
大
学
の
授
業
を

一
般
市
民
の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま

す
。
本
学
の
学
生
・
教
職
員
と
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
開
講
期
間

　後
期

・
9
月
27
日
〜
1
月
下
旬

◇
開
放
科
目
・
募
集
定
員

・
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◇
開
講
場
所
　

・
信
州
大
学
各
キ
ャ
ン
パ
ス

◇
受
講
料

　
　
後
期
開
講
科
目
　
9
，
4
0
0
円

（
1
授
業
科
目
）
一
部
異
な
る
授
業

あ
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　
　
後
期
授
業
開
始
か
ら
10
月
17
日
㈬

ま
で
試
聴
期
間
で
す
。
そ
の
期
間
内

に
授
業
を
試
聴
の
う
え
、
各
キ
ャ
ン

パ
ス
の
受
講
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
総
合
窓
口
　
学
務
部
　
学
務
課

　
教
務
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
２
６
３
―

３
７
―

２
８
７
０

▲北野側から見た土合橋の風景。もうじき完成です。

月
19
日
で
す
。
な
お
、
11
月
15
日
に
開

通
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他

　
現
在
片
側
通
行
止
め
で
す
が
、
全
面

通
行
止
め
に
な
る
期
間
が
ど
う
し
て
も

生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



（6）広 報 さ か え平成30年９月１日

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

信
州
の
長
寿
ご
は
ん

イ
ベ
ン
ト
に
栄
村
が

出
店
！

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
講
座

（
北
信
合
同
庁
舎
会
場
）」

の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

保
育
園
運
動
会

開
催
に
つ
い
て

普
通
救
命
講
習
会

受
講
案
内

　

９
月
20
日
㈭
、
東
京
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｏ
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、『
横

山
タ
カ
子
さ
ん
の
信
州
の
長
寿
ご
は

ん
』
に
栄
村
が
出
店
し
ま
す
。
栄
村
の

食
材
を
使
っ
た
「
一
汁
三
菜
（
四
葉
）」

料
理
を
、
村
の
有
志
の
女
性
グ
ル
ー
プ

「
ご
っ
つ
ぉ
の
会
」
が
提
供
し
ま
す
。

限
定
で
設
け
る
予
定
で
す
。
栄
村
の
郷

土
食
が
広
く
世
間
に
周
知
さ
れ
る
第
一

歩
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

特
命
対
策
課

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

◆
「
一
汁
三
菜
（
四
葉
）」

　
　
　

提
供
予
定
メ
ニ
ュ
ー

・
主　

食　

き
び
ご
は
ん
、か
て
ぜ

・
汁　

物　

季
節
野
菜
の
味
噌
汁

・
主　

菜　
茄
子
とニ
シ
ン
のいこ
み
煮

　
　
　
　
　

棒
ダ
ラ
煮

・
副　

菜　

ぜ
ん
ま
い
煮

・
副
々
菜　

わ
ら
び
の
酢
の
物

・
漬　

物　

胡
瓜
の
か
ら
し
漬

　

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、
栄
村
地
元
産

の
食
材
を
使
い
昔
か
ら
伝
わ
る
郷
土
料

理
を
村
外
の
方
に
食
べ
て
い
た
だ
く
場

所
を
提
供
し
、
村
の
郷
土
食
を
長
寿
へ

繋
が
る
健
康
食
と
し
て
外
部
へ
向
け
て

Ｐ
Ｒ
す
る
情
報
発
信
の
場
と
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
後
は
、
村
内
で

こ
の
郷
土
料
理
を
提
供
す
る
場
を
期
間

　

長
野
県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち

上
げ
て
社
会
貢
献
活
動
を
し
た
い
方
を

対
象
に
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日　

９
月
26
日
㈬

◇
時
　
間　

13
時
～
15
時

◇
会
　
場　

長
野
県
北
信
合
同
庁
舎
２
階

　
　
　
　
　

２
０
２
・
２
０
３
会
議
室

◇
申
込
方
法　

左
記
締
切
日
ま
で
に
申

込
書
記
載
の
う
え
、
県
民
協
働
課
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
締
切　

９
月
21
日
㈮

◇
講
　
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　

長
野
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
長
野
県
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
県
民
文
化
部　

県
民
協
働
課

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
１
８
９

　

今
年
度
も
左
記
の
日
程
で
、
北
信
保

育
園
運
動
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
ま
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
帽
子
や
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等
、

暑
さ
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
日
　
時

　

平
成
30
年
10
月
６
日
㈯　

８
：
30
～

◇
場
　
所

　

栄
小
学
校
校
庭

　
（
雨
天
の
場
合
：
栄
小
学
校
体
育
館
）

　

も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友

人
が
突
然
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら

何
が
で
き
ま
す
か
？

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然
の

ケ
ガ
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
（
近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
、

適
切
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

岳
北
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
り
多
く
の
応
急
手
当
の
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め

「
普
通
救
命
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時　

11
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　
　

９
時
か
ら
12
時
ま
で

◇
開
催
場
所　

岳
北
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　

飯
山
消
防
署　

講
堂

◇
開
催
内
容　

応
急
手
当
の
重
要
性
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
、
止

血
法
、
異
物
除
去
法
な
ど

◇
募
集
定
員　

30
名

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
受
講
料　

無
料

◇
修
了
証　

講
習
修
了
者
に
は
「
普

通
救
命
講
習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま

す
。

◇
申
込
締
切　

11
月
２
日
㈮

◇
そ
の
他　

当
日
は
実
技
の
で
き
る

服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

筆
記
用
具
及
び
飲
み
物
等
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

都
合
に
よ
り
欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
飯
山
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

飯
山
消
防
署

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

０
１
１
９

　

栄
分
署

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

１
１
１
９
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「
被
保
険
者
証
」
の
一
斉
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
被
保
険
者
証
・
退
職
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
を
９
月
下
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
栄
村
に
納
め

る
税
の
つ
く
も
の
は
、
住
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
（
国
保
税
）
の
４
種
類
で
す
。

　

住
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

村
に
納
め
る
税
金
で
す
。
会
社
員
の
方

は
基
本
的
に
給
料
か
ら
天
引
き
、
そ
れ

以
外
の
方
は
年
４
回
に
分
け
て
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
の

場
合
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま

す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
法

務
局
の
登
記
情
報
を
基
に
課
税
し
て
い

ま
す
。
登
記
の
変
更
は
役
場
で
は
な
く

法
務
局
に
申
請
し
ま
す
。
相
続
等
で
登

記
の
変
更
が
必
要
な
場
合
は
司
法
書
士

さ
ん
等
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ

ク
、
農
耕
作
業
車
等
を
お
持
ち
の
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
の
登
録
や

廃
棄
は
自
動
車
屋
さ
ん
が
手
続
き
を
し

て
く
れ
ま
す
が
、
バ
イ
ク
や
農
耕
車
を

個
人
的
に
譲
渡
（
売
買
）
や
廃
棄
し
た

場
合
、
自
分
で
役
場
に
届
出
を
し
な
い

と
い
つ
ま
で
も
税
金
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
個
人
間
で
異
動
し
た
際
は
必

ず
役
場
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
は
社
会
保
険
等（
会
社
員
等
）

に
加
入
し
て
い
な
い
方
が
加
入
す
る
保

険
で
す
。
国
民
皆
保
険
の
趣
旨
に
基
づ

き
、
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
社
を
退
職
（
社
保

離
脱
）
し
た
場
合
は
、
国
保
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
役
場
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
就

職
し
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合

も
届
出
を
し
な
い
と
、
両
方
の
保
険
料

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

税
金
・
保
険
料
・
使
用
料
等
は
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
快
適
で
豊
か
に
、
そ
し

て
安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

　

村
税
等
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　

会
計
税
務
課　

税
務
係　

　

０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

税
金
っ
て
な
ん
で
す
か
？
②

♦
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
村
国
保
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
世
帯
全
員
分
を

世
帯
主
あ
て
に
９
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
同
封
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
必
ず

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
の

色
は
、
一
般
資
格
の
保
険
証
は
「
う
ぐ

い
す
色
」、退
職
資
格
の
保
険
証
は
「
オ

レ
ン
ジ
色
」
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証

は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
情
報
が

わ
か
ら
な
い
よ
う
、
は
さ
み
等
で
細
か

く
裁
断
し
て
、
各
自
で
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
世
帯

全
員
分
が
あ
る
か
、
記
載
内
容
に
誤
り

が
な
い
か
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
誤

り
が
あ
る
場
合
や
、
ご
不
明
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。♦

保
険
証
の
有
効
期
限

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平

成
31
年
９
月
30
日
で
す
。

　

た
だ
し
、
期
間
中
に
75
歳
を
迎
え
る

方
や
、
退
職
資
格
の
方
で
期
間
中
に
65

歳
を
迎
え
る
方
は
有
効
期
限
が
異
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

♦
保
険
証
が
届
い
た
ら
必
ず

　
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ
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受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

月
間
に
つ
い
て

公
証
週
間
に
つ
い
て

無
料
法
律
等
相
談
所

開
設
に
つ
い
て

　

10
月
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の

受
信
障
害
の
防
止
対
策
を
推
進
す
る

「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
電
波
は
、
家
庭

用
・
工
業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る

電
気
雑
音
、
テ
レ
ビ
の
受
信
用
ブ
ー
ス

タ
ー
に
よ
る
異
常
発
振
、
不
法
無
線
局

か
ら
の
強
力
な
電
波（
不
法
電
波
）に
よ

り
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を
受

け
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
電
波
利
用

環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ

ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に

関
す
る
こ
と
は
、
総
務
省
信
越
総
合
通

信
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
無
料
）。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
省　

信
越
総
合
通
信
局

　

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受

信
障
害
に
関
す
る
こ
と

　
　

受
信
障
害
対
策
官

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
４
─

９
９
９
１

　

○
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び

違
法
な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す

る
こ
と

　
　

監
視
調
査
課

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
４
─

９
９
７
６

　

○
そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政
相
談

に
関
す
る
こ
と

　
　

総
合
通
信
相
談
所

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
４
─

９
９
６
１

　

法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会
で

は
、
毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

1
週
間
を
「
公
証
週
間
」
と
定
め
て
、

皆
さ
ん
に
公
証
制
度
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
の

ご
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

公
証
制
度
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
け
る
法
律
的
紛
争
を
未
然
に
防
止

し
、
法
律
上
の
権
利
や
義
務
を
明
確
に

し
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

証
書
の
作
成
等
の
方
法
に
よ
り
、
一
定

の
事
項
を
公
証
人
に
証
明
さ
せ
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
公
証
事
務
を
担
当
す
る
公
証
人

は
、
判
事
、
検
事
、
法
務
事
務
官
な
ど

を
長
く
務
め
た
法
務
実
務
の
経
験
豊
か

な
者
の
中
か
ら
法
務
大
臣
が
任
命
し
た

法
律
の
専
門
家
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は
公
正
証
書

の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
遺
言
、
金
銭
の
賃
借
、
不
動
産
売
買

の
賃
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰

謝
料
等
の
支
払
、
任
意
後
見
契
約

　

大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て
公
正

証
書
は
皆
さ
ん
の
権
利
を
正
し
く
確
実

に
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
市
大
字
南
長
野
妻
科
４
３
７
─
７

　

長
野
法
律
ビ
ル
１
階 

長
野
公
証
役
場

　

☎
０
２
６
─

２
３
４
─

８
５
８
５

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
法
の

日
」
週
間
に
、
無
料
で
法
律
・
人
権
・

調
停
・
公
証
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問
題
、

成
年
後
見
、
離
婚
・
扶
養
・
相
続
家
庭

内
の
も
め
事
、
差
別
・
い
じ
め
等
の
人

権
問
題
、
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
な
ど
で
お

困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
秘
密
厳
守
）。

　

な
お
、
ご
来
場
の
際
に
は
、
相
談
に

関
す
る
資
料
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

◇
主
催　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士

会
、
法
務
局

◇
日
時　

10
月
２
日
㈫　

10
時

【
問
合
せ
先
】

　
「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会

　

☎
０
２
６
─

４
０
３
─

２
０
０
８

秋の全国交通安全運動が実施されます
期間：平成３０年９月２１日㈮～９月３０日㈰

【全国の運動重点】　○子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　　　　　　　　　　○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　　　　　　　　　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　　　　　○飲酒運転の根絶

【長野県の運動重点】　通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底

広く県民に交通安全意識の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を図る。目 的
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２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方

改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
月
45

時
間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
、

臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で

も
年
７
２
０
時
間
、
単
月
１
０
０
時
間

未
満
（
休
日
労
働
含
む
）、
複
数
月
平

均
80
時
間
（
休
日
労
働
含
む
）
を
限
度

に
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
施
行
日

・
大
企
業 

２
０
１
９
年
４
月
１
日

・
中
小
企
業　

２
０
２
０
年
４
月
１
日

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が
必

要
で
す
！

　

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
休
暇

が
付
与
さ
れ
て
い
る
全
て
の
労
働
者
に

対
し
、
毎
年
５
日
、
時
期
を
指
定
し
て

有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
施
行
日

・
２
０
１
９
年
４
月
１
日

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用

労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間

で
、
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の
待

働
き
方
が変わ

り
ま
す
！

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

「
家
賃・敷
金
ト
ラ
ブ
ル
」

無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

遇
ご
と
に
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。

◇
施
行
日

・
大
企
業　

２
０
２
０
年
４
月
１
日

・
中
小
企
業　

２
０
２
１
年
４
月
１
日

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
労
働
局

　

☎
０
２
６
─

２
２
３
─

０
５
５
１

　

長
野
司
法
書
士
会
は
、
司
法
書
士
に

よ
る
「
家
賃
・
敷
金
ト
ラ
ブ
ル
」
無
料

相
談
会
を
左
記
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

◇
日
　
時　

平
成
30
年
９
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

◇
相
談
方
法　

面
談
、
電
話
相
談

　
【
面
談
相
談
】

　
　

会
場　

長
野
県
司
法
書
士
会
館

　
【
電
話
相
談
】

　
　

☎
０
１
２
０
─

４
４
８
─

７
８
８

◇
相
談
料

　

面
談
相
談
及
び
電
話
相
談
と
も
に
無

料
で
す
。

◇
相
談
例

・
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
退
去
時
、
敷
金
が

返
還
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
高
額
な
原

状
回
復
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

・
ア
パ
ー
ト
を
退
出
す
る
時
、
借
主
は

ど
こ
ま
で
直
す
義
務
が
あ
る
の
か
。

◇
対
　
象

　

貸
主
側
の
相
談
、
借
主
側
の
相
談
と

も
に
お
受
け
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
６
─

２
３
２
─

７
４
９
２

　

現
在
、
各
種
の
相
続
手
続
き
で
は
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
籍
謄

本
等
の
束
を
、
相
続
手
続
き
を
取
り
扱

う
各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
は
、

登
記
所
（
法
務
局
）
に
戸
除
籍
謄
本
等

の
束
を
提
出
し
、
併
せ
て
相
続
関
係
を

一
覧
図
に
表
し
た
書
面
（
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
）を
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付

し
た
写
し
を
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
相
続
手
続
き
は
、
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
の
写
し
を
利
用
い
た
だ

く
こ
と
で
、
戸
除
籍
謄
本
等
の
束
を
何

度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

６
６
１
１

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問
題
の

専
門
家
が
中
立
、
公
正
な
立
場
で
、
労

働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
雇
用
の
ト
ラ

ブ
ル
（
解
雇
、
賃
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
）

に
つ
い
て
、「
あ
っ
せ
ん
」
に
よ
り
円

満
な
解
決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
、
簡
単
・
無
料
で
、
懇
切
丁

寧
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
４
６
８
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原
爆
か
ら
学
ん
だ
平
和
へ
の
意
識

平
和
に
つ
い
て

�

上
倉
琉
希

平
和
学
習
に
行
っ
て

�

広
瀬
友
里
奈

に
伝
え
て
い
く
。
僕
も
実
際
に
教
え
て

も
ら
い
様
々
な
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
和
に
つ
い
て
も
考
え
て
み

ま
し
た
。
平
和
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
僕

は
、
今
あ
る
日
常
だ
と
考
え
ま
す
。
僕

は
今
あ
る
日
常
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
れ
が
平
和
に
貢
献
で
き
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
、
先
ほ

ど
述
べ
た
よ
う
に
、「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に

つ
い
て
知
っ
て
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
、
今
あ
る

日
常
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
、
８
月
５
日
か
ら
３
日
間
広
島

に
行
き
平
和
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

広
島
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
73
年

前
８
月
６
日
の
午
前
８
時
15
分
に
世
界

で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
私
は
、
広
島
の
中
学
生
と
共

に
、戦
争
の
こ
と
に
つ
い
て
、

語
り
継
い
で
い
る
人
か
ら
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
原
爆
を
投
下
さ
れ

る
前
の
広
島
で
は
普
通
の
日

常
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も

そ
の
日
の
朝
、
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
こ
と
が
起
き
、
こ

れ
が
原
爆
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

８
時
15
分
に
落
と
さ
れ
た

理
由
は
人
が
外
に
出
る
時
間

帯
を
狙
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
私
は
こ
の
こ
と
を
聞
い

て
人
々
を
無
差
別
に
狙
っ
て
ひ
ど
い
と

思
い
ま
し
た
。
原
爆
を
投
下
さ
れ
た
直

後
の
人
は
爆
風
、
爆
熱
を
受
け
た
そ
う

で
す
。
爆
熱
で
や
け
ど
を
し
て
川
に
飛

び
込
む
人
や
、
水
を
求
め
る
人
も
い
た

そ
う
で
す
。ま
た
子
ど
も
は
母
を
探
し
、

呼
び
続
け
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の

話
を
聞
い
て
も
辛
く
悲
し
く
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
も
っ
と
辛
か
っ
た
り
し
た

の
は
、
当
時
の
人
々
だ
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
近
年
で
は
、
語
り
継
い
で
い
る

人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
現
代

を
生
き
る
私
た
ち
が
伝
え
て
い
か
な
い

と
戦
争
の
悲
惨
さ
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
平
和
活
動

に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日

間
、
中
学
生
平
和
学
習
派
遣
事
業
と

し
て
、
栄
中
学
校
の
３
年
生
６
名
が

広
島
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
６
名
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
夏
休
み
に
３
日
間
、
広
島

平
和
学
習
と
し
て
、
広
島
へ
行
き
ま
し

た
。

　

地
元
中
学
生
と
の
交
流
、
被
爆
体
験

者
の
方
か
ら
の
お
話
、
広
島
の
当
時
の

写
真
を
見
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
様
々
な

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
広
島
へ
行
く
前
、
事
前
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
中

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
つ
い
て
学
習
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
、
ま
ず
知
る
こ
と
が
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
広

島
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。「
ど
ん
な
理
由
で

な
ぜ
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
の
か
」

を
知
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
周
り
の
人

▲広島市「庚
こう

午
ご

中学校」との交流会

▲おりづるタワーにて、「平和」への願い
を込めて折りづるを折る
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平
和
学
習
に
行
っ
て

�

齋
藤
美
桜

広
島
平
和
学
習
を
終
え
て

�

髙
橋
優
豪

　

僕
た
ち
栄
中
学
校
３
年
生
６
名
は
８

月
５
日
～
８
月
７
日
の
３
日
間
広
島
平

和
学
習
と
い
う
こ
と
で
広
島
県
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

広
島
で
は
、
地
元
の
庚こ
う

午ご

中
学
校
の

代
表
生
徒
４
名
と
平
和
学
習
を
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
被
爆
者
二
世
の
武
田
き

み
子
さ
ん
か
ら
自
分
の
お
母
さ
ん
の
被

爆
体
験
記
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

体
験
記
の
中
に
は
原
子
爆
弾
が
爆
発

し
、
そ
の
ガ
レ
キ
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た

頬
の
傷
を
麻
酔
が
な
い
た
め
、
麻
酔
な

し
で
縫
っ
た
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
お
話
を
聞
い
て
と
て

も
悲
惨
な
こ
と
が
た
っ
た
一
つ
の
原
子

爆
弾
の
せ
い
で
起
き
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
思
う
と
、
原
子
爆
弾
の
威
力
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ど
う
し
て
原
子
爆
弾
を
投

下
し
た
の
だ
と
い
う
怒
り
の
気
持
ち
が

こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。

　

広
島
平
和
学
習
を
終
え
て
、
改
め
て

戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
周
り
の
人
に
広
め
て
い
き
、
み
ん
な

で
「
平
和
」
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
８
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
の
間
広
島
へ
平
和
学
習
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
平
和
学
習
で
戦
争
や
原

子
爆
弾
に
つ
い
て

色
々
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
特

に
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
被
爆
二
世
の

方
か
ら
お
話
を
聞
い

た
こ
と
、
平
和
式
典

に
参
加
し
た
こ
と
で

す
。

　

被
爆
二
世
の
方
に

お
話
を
聞
い
た
時
に

は
、
事
前
学
習
で
学

習
で
き
な
か
っ
た
被

爆
し
た
人
の
気
持
ち

や
戦
争
が
終
わ
っ
た

後
の
苦
し
み
な
ど
を

知
る
事
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

　

平
和
式
典
に
参
加

し
た
時
に
は
、
被
爆

し
た
人
や
日
本
の
人

以
外
に
も
色
々
な
国

か
ら
参
加
し
て
い
る

人
が
い
て
外
国
に

も
、
原
子
爆
弾
の
怖
さ
が
伝
わ
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
に
参
加
し
て
、
こ
れ
か

ら
周
り
の
人
に
も
自
分
が
聞
い
て
き
た

こ
と
な
ど
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

▲慰霊碑に参拝

▲平和への願いを込めた千羽鶴を広島市長へ手渡しました
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私
た
ち
栄
中
学
校
３
年
生
６
名
は
８

月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
広
島

平
和
学
習
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、地
元
中
学
生
と
の
交
流
、

被
爆
体
験
者
の
お
話
を
聞
き
、
２
日
目

は
、
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
加
を
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
１
日
目
に
行
っ
た
地
元
中
学

生
と
の
交
流
で
は
、
平
和
学
習
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
積
極
的
に
平
和
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
た
の
で
、
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
被
爆
体
験
者
（
被
爆
二

世
）
の
方
か
ら
当
時
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
想
像
が
で
き
な
い
ほ

ど
空
が
強
く
光
っ
た
あ
と
、
熱
風
・
放

射
線
火
災
が
広
島
の
街
を
襲
っ
た
そ
う

で
す
。
一
瞬
に
し
て
全
て
を
吹
き
飛
ば

し
て
し
ま
う
原
爆
の
威
力
は
恐
ろ
し
い

と
思
い
ま
す
。
お
話
を
聞
い
た
あ
と
被

爆
さ
れ
た
方
々
が
書
か
れ
た
詩
を
読
み

ま
し
た
。
小
学
生
の
と
き
に
こ
ん
な
辛

い
思
い
を
す
る
の
は
本
当
に
切
な
い
こ

と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
う
い
う
事
は
、
起
き
て
は
な

ら
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
参
加
し
た
平
和
記
念
式
典

で
は
本
当
に
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
、
外
国
の
方
も
い

て
世
界
中
の
人
が
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
す
ご

く
大
切
で
、
す
て
き
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

改
め
て
、
こ
の
３
日
間
を
通
し
て
思

っ
た
こ
と
は
、
一
発
で
14
万
人
の
命
を

奪
っ
た
原
子
爆
弾
。
そ
し
て
、
戦
争
は

本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
り
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
平
和
な
世
の
中
を
守

っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
学
習

や
、
ニ
ュ
ー
ス
・
新
聞
な
ど
か
ら
情
報

を
取
り
入
れ
、
平
和
に
対
し
て
意
識
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

平
和
学
習
を
通
し
て
、
原
子
爆
弾
の

恐
ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
た
っ
た
一

発
で
ヒ
ロ
シ
マ
の
町
が
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
と
て
も
怖
く
感
じ
ま

し
た
。
爆
破
後
で
も
放
射
線
の
影
響

で
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
人
も
た
く
さ

ん
い
て
、
多
く

の
人
々
を
苦
し

め
、
現
代
で
も

苦
し
ん
で
い
る

被
爆
者
が
い
る

の
に
は
驚
き
ま

し
た
。

　

被
爆
者
の
方

の
お
話
を
聞
い

て
、
た
く
さ
ん

の
人
が
ケ
ガ
を

し
て
、
水
を
必

要
と
し
て
い
る

人
も
た
く
さ
ん

い
た
と
聞
い

て
、
手
に
入
ら

な
い
人
は
も
っ

と
苦
し
ん
で
い

た
の
だ
ろ
う
と

感
じ
ま
し
た
。

　

被
爆
者
の
体

験
記
を
読
ん

で
、
よ
り
怖
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
広
島
平
和
学
習
で
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
、
未
来
の
人
た

ち
に
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
と
共

に
、
今
の
生
活
に
感
謝
を
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。

広
島
平
和
学
習
を
と
お
し
て

�

髙
橋
星
来

広
島
平
和
学
習
を
通
し
て

�

廣
瀬
岳
琉

▲栄中３年生が考えた「平和への誓い」を慰霊碑の前
　で読み上げる

▲ガイドをしていただいた被爆二世・三世の方と原爆ドームにて撮影
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北
野
温
泉
仲
間
の
会

　

昨
年
の
７
月
に
20
周
年
を
迎
え
た

北
野
天
満
温
泉
。
今
回
は
そ
の
北
野

温
泉
を
利
用
し
、
支
え
て
い
る
「
北

野
温
泉
仲
間
の
会
」
の
皆
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　

同
会
は
、
北
野
天
満
温
泉
を
日
頃

頻
繁
に
利
用
し
て
い
る
方
々
が
募
り

出
来
た
仲
間
の
会
で
す
。

　

湯
に
浸
か
り
、
日
々
の
出
来
事
に

つ
い
て
会
話
な
ど
で
交
流
を
深
め
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
暑
気
払
い
と
い
う
こ
と

で
27
名
も
の
方
が
集
ま
り
盛
大
に
宴

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者

は
村
内
の
方
だ
け
で
な
く
宮
野
原
、

加
用
、
逆
巻
な
ど
隣
の
新
潟
県
か
ら

毎
日
温
泉
を
利
用
し
て
い
る
方
も
一

緒
に
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
施
設
周
辺
の
草
刈
り
や
雪
が
降

る
前
に
は
雪
囲
い
を
す
る
方
、
季
節

の
野
菜
や
花
な
ど
を
持
っ
て
来
る

方
、
他
に
も
温
泉
の
運
営
に
関
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
お
手
伝
い
を
し
て
い
る

方
が
お
り
、
大
勢
の
方
が
施
設
を
サ

　

６
月
に
全
戸
配
布
し
て
行
い
ま
し
た

「
動
物
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
か
つ

て
千
曲
川
左
岸
で
は
ク
マ
は
生
息
し
て

い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
が
現
在

は
全
村
域
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
サ
ル
は
東
部
・
秋
山
地
区

に
多
い
こ
と
な
ど
、
調
査
集
計
か
ら
み

え
て
き
ま
し
た
。
他
の
種
に
つ
い
て
も

専
門
家
の
分
析
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
「
ビ
ー
ナ

ジ
の
会
」
に
お
願
い
し
て
ホ
タ
ル
の
出

現
状
況
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
果
を
踏
ま
え
て
全
村
ホ
タ
ル
マ

ッ
プ
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

月
岡
に
は
「
仙
当
城
」
と
い
う
堅
固

な
要
害
を
も
つ
城
跡
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
奥
、
雨
引
地
籍
に
も
そ
れ
ら
し
き

も
の
が
見
え
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、

７
月
に
踏
査
し
ま
し
た
。
堀
や
土
塁
の

跡
ら
し
き
遺
構
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
調
査
活
動
か
ら
の
新
し

い
発
見
な
ど
を
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
学
び
あ
う
「
歴
史
出
前
講
座
」
及
び

「
自
然
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
出
前
講
座
は
７
月
、
平
滝
公
民

館
で
「
縄
文
人
の
知
恵
」、
自
然
講
座

は
５
月
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
観
察
」、
７

月「
野
々
海
西
窓
探
索
」、８
月「
千
曲

川
の
魚
調
べ
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
９
月
・
10
月
に
自
然
講
座

を
、
11
月
に
歴
史
出
前
講
座
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑰
❖❖

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
北
野

温
泉
仲
間
の
会
」
は
平
成
20
年
頃
か

ら
始
ま
り
、
今
回
の
暑
気
払
い
の
他

に
新
年
会
・
花
見
・
忘
年
会
な
ど
年

数
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
民
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
県
境
を
越
え
て
来
る

方
な
ど
も
温
泉
を
通
じ
て
人
と
の
繋

が
り
が
広
が
り
、
皆
さ
ん
の
「
憩
い

の
場
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
で
愛
さ
れ
支
え

ら
れ
て
い
る
北
野
天
満
温
泉
に
、
ま

す
ま
す
お
客
さ
ん
が
訪
れ
利
用
し
て

い
た
だ
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

�
【
取
材　

特
命
対
策
課
】

〜
お
ら
と
こ
の
自
慢
〜

▲温泉を通じ出来た仲間に乾杯!!

情
報
提
供
・
調
査
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

歴
史
・
自
然
講
座
に

参
加
く
だ
さ
い

▲歴史出前講座 7.19 於：平滝公民館
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.39

　

暑
さ
が
残
っ
て
い
ま
す
が
日
に
日
に
秋

ら
し
く
な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
早
い
も

の
で
私
が
秋
山
郷
に
移
り
住
み
半
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
半
年
、
春
以

降
に
私
が
遭
遇
し
た
問
題
点
を
書
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
共
感
し
て
く

れ
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
動
物
被
害
に
つ
い
て
。

今
年
は
私
的
に
で
す
が
畑
で
夏
野
菜
づ
く

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
作

っ
た
野
菜
は
動
物
た
ち
に
、
今
回
は
特
に

ナ
ス
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。犯
人
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
サ
ル
で
す
。

収
穫
予
定
の
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
一

番
の
食
べ
ご
ろ
が
被
害
に
。
収
穫
量
は
想

定
の
半
分
に
な
り
そ
う
で
す
。
今
後
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
を
控
え
て
い
る
の
で
す

が
す
で
に
一
株
様
子
見
の
ご
と
く
サ
ル
に

抜
か
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
サ
ル
と
の
知

恵
比
べ
が
必

要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
せ

め
て
も
の
救

い
は
皮
以
外

残
さ
ず
に
食

べ
ら
れ
て
い

た
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

　

二
つ
目
は
た
く
さ
ん
の
虫
に
つ
い
て
。

今
年
の
秋
山
は
例
年
の
倍
く
ら
い
と
も
言

わ
れ
る
多
数
の
ア
ブ
が
飛
び
回
っ
て
い
ま

す
。
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
10
匹
近
く
が

同
乗
希
望
と
ば
か
り
に
殺
到
し
て
き
ま
す
。

ア
ブ
相
手
に
は
香
取
線
香
な
ど
も
効
き
目

が
弱
い
よ
う
で
、ハ
エ
叩
き
は
必
須
道
具
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
ア
ブ
以
上
に
厄
介
な

の
が
カ
メ
ム
シ
で
す
。
我
が
家
は
空
き
住

宅
の
際
に
カ
メ
ム
シ
の
巣
に
な
っ
て
い
た

み
た
い
で
春
と
秋
は
カ
メ
ム
シ
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
多
い
時
は
一
日
に
50
匹
以
上
を

捕
獲
し
ま
し
た
。
量
的
に
ど
っ
ち
が
家
主

な
の
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
が
、
今
で

は
慣
れ
た
同
居
人
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

最
後
は
土
地
に
関
係
な
く
天
候
に
つ
い

て
。
７
月
中
雨
が
ま
っ
た
く
降
り
ま
せ
ん

で
し
た
。秋
山
で
も
８
月
に
は
一
時
、用
水

路
の
水
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
が

よ
く
乾
く
せ
い
で
野
菜
の
皮
が
硬
い
で
す
。

農
作
物
に
は
優
し
く
な
い
夏
で
し
た
。
秋

以
降
の
台
風
も
心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
問
題
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
こ
こ
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
、
栄
村
で
一
番
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
協
力
隊
と
し
て
こ
の

時
期
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
更
な
る

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川 

泰
正
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

今
年
の
夏
の
気
候
は
少
し
変
な
気
が

し
ま
す
ね
。
雨
が
降
ら
ず
猛
暑
が
続
い

た
と
思
っ
た
ら
、
急
に
夜
は
20
度
を
下

回
っ
た
り
、
ま
た
暑
さ
が
ぶ
り
返
し
た

り
、
突
然
豪
雨
が
降
っ
た
り
。
ジ
オ
パ

ー
ク
ガ
イ
ド
で
は
お
客
様
の
案
内
を
す

る
と
き
に
天
候
に
よ
り
注
意
す
る
こ
と

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
毎
年
、

ガ
イ
ド
向
け
の
救
急
救
命
講
習
や
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
ガ
イ
ド
？
た
だ
案
内
す
る
だ
け
で

し
ょ
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
然
が
豊
か
な
こ
の
地
域
で
は
注
意
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
多
く
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
案
内
し
て
い
る
最
中
の

ハ
チ
、
ヘ
ビ
へ
の
対
処
、
ク
マ
に
も
遭

遇
す
る
か
も

し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、

歩
く
ル
ー
ト

に
は
落
石
や

土
砂
崩
れ
の

形
跡
が
な
い

か
、
あ
っ
た

場
合
に
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
か
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
、
天
候
も
含
め
事
前
に
複
合

的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

認
定
か
ら
４
年
た
ち
、
住
民
も
お
客

様
も
含
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
参
加

す
る
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め

に
継
続
し
て
、
情
報
の
収
集
や
、
対
応

策
の
構
築
な
ど
、
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
近
く
な

ど
で
、
落
石
や
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣

な
ど
危
険
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

（
文
責　

越
智
）

㊵

▲ハクビシンの被害に遭ったナス

▲リスクマネジメント研修

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

９
月
９
日
㈰　

９
時
～
15
時
半

　
「
鈴
木
牧
之
の
た
ど
っ
た
道
を
歩
く
」

　

秋
山
郷
大
赤
沢
～
上
野
原
周
辺
を
徒
歩
や

バ
ス
で
散
策
し
ま
す
。

　

参
加
無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も

大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
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精密検査に行っていますか？

　８月18日㈯の夏休み期間中に子どもの健康を考える会が主催となって「親子料
理教室」を開催しました。
　食育の一環として今年から保育園の年長を加え、保育園～中学生までを対象に
したところ、７組16人の親子に参加していただきました。
　この親子料理教室は毎年テーマを変えて実施していますが、今年は『簡単な朝
ごはん』をテーマに、３種類のメニューとデザートを１品作りました。
　栄養士から、作り方のワンポイントアドバイス等教えてもらいながらみんなで楽しく調理しました。
　料理教室で作ったメニューが知りたい方は、役場  健康増進係（☎0269-87-3020）までお気軽にご連絡
ください。

よ りだ健保

親子料理教室が開催されました!!
今年のテーマは、「簡単にできるあさ
ごはん」

子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより

　今回メニューのひとつ「ポーチドエッグ」をご紹介します。サラダやイングリッシュマフィンなどいろ
んなメニューでアレンジしてみてください♪

　今年度も、村の各種がん検診・健診を受けていただき、誠にありがとうございました !! 
　各公民館での返却、または保健師訪問にて、お手元に検査結果が届き始めている頃だと思います。
　皆さまの検査結果は、いかがでしたでしょうか？
　精密検査が必要である方は、かかりつけ病院、またはお近くの医院・診療所・病院へ受診をお願い
いたします。※主治医宛ての封筒をご持参ください。
　来年度も、村の検（健）診受診を、よろしくお願いいたします。

ほうれんそうの
ポタージュ

ポーチドエッグ
サラダ

トマトリゾット

①鍋に水を深さ４～５㎝になるように入れ、水の５％程度の酢を
加え火にかける。
②沸騰したら、スプーンなどでお湯を回転させ渦を作る。容器に
わりいれた卵を渦の真ん中に静かに落とす。
③卵がまとまるまで渦を絶やさないようにする。
④良い硬さになったら（２分程度）、穴あきお玉ですくいだし、
冷水で冷まして出来上がり♪

〈材　料〉
・卵……１個
・酢……水の５％の分量

ポーチドエッグの作り方
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　年に２度しか姿を現さ
ない、幻の滝と呼ばれて
いる「樽滝」。高さ50ｍ
の岩盤を流れ落ちる美し
い滝を見ようと毎回多く
の方で賑わいます。近年
パワースポットとしても
注目され、雄滝と雌滝か
ら成り立つ樽滝は、その
いわれから幸せになれる
と訪れるカップルもいる
ほどです。
　色づいた木々の中を流
れ落ちる紅葉の「樽滝」をお楽しみください。

◇日　時　10月28日㈰　午前８時30分～午後４時
◇場　所　木島平村滝見橋（国道403号沿い）�
◇問合せ　木島平村観光協会　☎0269-82-2800
＊周辺には駐車場がありませんので、係員の指示に従
　ってください。

　日本で最も古いス
キー人形の越路人形
をはじめ松本白樺風
俗人形、東北のモン
ペイ人形などと、ヨ
ーロッパ各地の様々
なスキー人形300点
を展示。
　また、明治天皇献上のスキー写真帖や乃木希典書簡
を特別公開。

◇開 催 期 間　７月14日㈯～11月４日㈰
◇問い合わせ　日本スキー博物館
　　　　　　　☎0269-85-3418
◇入　館　料　大　人　�300円　
　　　　　　　小中学生�150円
◇開 館 時 間　午前９時～午後４時
◇休　館　日　木曜日

幻の滝「樽滝」　10月28日 秋の落水 日本スキー博物館特別展
スキー人形コレクション

－スキーを楽しむ人形と動物たち－

　火焔型土器をテーマに、最新の調査・研究成果を踏
まえた津南町および他地域の土器や資料をご覧いただ
ける企画展です。
会　期：９月１日㈯から11月４日㈰
会　場：農と縄文の体験実習館「なじょもん」
時　間：午前９時00分から午後５時00分
入場料：無料
お問い合わせ：農と縄文の体験実習館「なじょもん」
　　　　　　　☎025-765-5511

　花木を用いた「創作寄せ植え」「コケ玉」作品など
を会場いっぱいに飾ります。伝統工芸体験やアレンジ
フラワーの講習会などのイベントや出店などもありま
すのでご来場ください。今年からフラワーナイトガー
デン（13日18:00から21:00まで）を実施します。詳し
くはお問い合わせください。
日　時：10月13日㈯　10時～
　　　　10月14日㈰　15時30分まで
場　所：愛宕町��雁木通り（開催期間中、歩行者天国）
問合せ：飯山市花フェスタ実行委員会
　　　　（市役所まちづくり課内）☎62-3111

なじょもん秋季企画展
「火焔土器の魅力」

第18回いいやま花フェスタ～寺町花街道～

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

▲堂平遺跡出土の火焔型土器と王冠型土器
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７月火災・救助・救急出動件数

最高気温 36.4℃ ７月30日㈪

最低気温 19.1℃ ７月９日㈪

平均気温 26.3℃ 総 雨 量 71.5㎜

栄村の気象（７月）

世帯数 830世帯 前月比－1
人　口 1,881 －8
男 910 －6
女 971 －2

出生 0
死亡 2
転入 1
転出 7

世帯と人口（８月１日現在） ７月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 96 飯山日赤� 9

津南病院� 3
そ の 他� 1
不 搬 送� 0
合　　計� 13
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 24

野沢温泉村 1 0 25

栄 村 0 0 13

管 轄 外 等 0 0 0

守りたい　大事な人を　火災から

９月の納税等
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○温泉使用料
○温泉休憩所使用料　　　　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　８月はスポーツ界で様々な活躍がありました。
バドミントン界では、日本男子初の優勝を果たし
た桃田選手や女子ダブルスで41年ぶり優勝を果た
した松本・永原組。
　水泳界ではパンパシ水泳において、池江選手を
筆頭に金メダル６個をはじめ計23個のメダルを獲
得しました。
　またソフトボール界では、世界大会で惜しくも
決勝でアメリカ合衆国に敗れ２位という結果でし
たが、2020年の東京オリンピックに向けて楽しみ
が増えました。

生活カレンダー9月
９
日
㈰　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

【
農
村
広
場　

８
時
】

11
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

15
日
㈯　

栄
小
運
動
会
【
栄
小
学
校
】

22
日
㈯　

秋
山
郷
「
夢ゆ

め

灯ほ

」【
上
野
原
地
区
天
池
】

25
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

28
・
29
日（
金
・
土
）　

栄
中
桐
の
葉
祭【
栄
中
学
校
】

10
日
㈪　

お
達
者
会
【
五
宝
木
公
民
館　

10
時
】

11
日
㈫　

お
達
者
会
【
横
倉
公
民
館　

10
時
】

12
日
㈬　

お
達
者
会
【
箕
作
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
小
赤
沢
公
民
館　

14
時
】

　
　
　
　

子
育
て
相
談
日【
集
団
検
診
室　

９
時
】

　
　
　
　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

13
日
㈭　

お
達
者
会
【
青
倉
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
和
山
公
民
館　

14
時
】

14
日
㈮　

お
達
者
会
【
森
公
民
館　

14
時
】

18
日
㈫　

離
乳
食
教
室
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

19
日
㈬　

お
達
者
会
【
志
久
見
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
長
瀬
公
民
館　

14
時
】

21
日
㈮　

お
達
者
会
【
極
野
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　

あ
そ
び
の
教
室
【
北
信
保
育
園　

９
時
半
】

22
日
㈯　

元
気
ア
ッ
プ
教
室
【
村
内　

９
時
】

25
日
㈫　

お
達
者
会
【
月
岡
公
民
館　

10
時
】

26
日
㈬　

お
達
者
会
【
泉
平
公
民
館　

10
時
】

27
日
㈭　

お
達
者
会【
大
久
保
・
白
鳥
公
民
館　

10
時
】

�

【
平
滝
・
屋
敷
公
民
館　

14
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　10月１日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　９月25日㈫
　八十二銀行・県信　９月25日㈫

裕
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スポーツで村を元気にしたい！
公
民
館
報

第324号
平成30年９日１日発行

■ 発行
栄村公民館
〒389-2703
長野県下水内郡栄村
大字堺9214-1

■ 電話
0269-87-2100

■ 編集
栄村公民館報編集委員会

　

栄
村
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会
で

は
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
試
合
を
し

た
り
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
２
、

３
回
の
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
と
言
っ

て
も
、
愛
好
会
と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
３
年
前
。
も
と
も
と
栄
村
で
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
の
ナ
イ
タ
ー
試
合
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
何
時
だ
っ
た
の
か
は
っ
き
り

と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
中
学
１
年
の
時
に

同
級
生
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
出
場
し
、
ボ
ロ

負
け
。
そ
れ
か
ら
毎
朝
練
習
を
行
っ
て
、
中

学
３
年
の
時
に
は
優
勝
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。そ
の
時
の
楽
し
さ
を
忘
れ
ら
れ
ず
、

栄
村
へ
戻
っ
て
き
て
か
ら
も
バ
レ
ー
に
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
震
の
後
に
バ
レ
ー
の

活
動
が
低
迷
。
今
は
亡
き
樋
口
民
子
さ
ん
に

「
若
い
の
で
も
っ
と
バ
レ
ー
を
が
ん
ば
れ
！
」

と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
背
中
を
押
し
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
を
楽
し
み
た
い
仲
間
と
共
に
３

年
前
に
愛
好
会
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

実
際
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
て
み
る
と
、
意
外
に
た
く
さ
ん
の
チ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
「
が
ん
ば
っ
て
大

会
を
開
催
し
て
く
れ
！
」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
。
以
後
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の
よ
う
に
、
年
２
、

３
回
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
時
に
は
村

内
企
業
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
子
ど
も
連

れ
の
若
者
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
て
い

て
、
子
ど
も
た
ち
も
そ
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

開
催
し
て
い
る
と
欲
が
出
て
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
だ
け
で
な
く
、
卓
球
大
会
や
ち
ゃ
ん
ば

ら
大
会
、
さ
ら
に
は
村
民
運
動
会
を
開
催
し

た
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
村
を
元
気
に
し
た

い
と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
９
月

11
日
〜
13
日
の
ナ
イ
タ
ー
戦
と
10
月
28
日
㈰

の
一
日
開
催
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
身
近
な

仲
間
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

個
人
的
な
事
で
す
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も

盛
り
上
げ
よ
う
と
９
月
９
日
㈰
に
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
協
力
し
た

い
、
関
わ
り
た
い
方
は
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

今年７月に開催した大会の様子

栄
村
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

代 

表
　
齋
藤
大
輔
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志
久
見
区
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
こ
ら
っ
せ
周
辺
の
整
備
を

行
い
ま
し

た
。
こ
れ
に

よ
り
、
こ
ら

っ
せ
駐
車
場

か
ら
内
池
館

ま
で
が
グ
ッ

と
近
く
な
り

ま
し
た
。

こ
ら
っ
せ
通
信

・
30
年
度
（
４
月
〜
８
月
末
）

　

来
館
者
数
…
…
…
…
８
８
４
名

・
オ
ー
プ
ン
（
28
年
8
月
）
以
降

　

来
館
者
数
…
…
５
，
３
０
４
名

　

猛
暑
が
続
き
、
水
不
足
が
心
配
さ
れ

た
今
年
の
夏
。
８
月
11
日
頃
か
ら
ま
と

ま
っ
た
雨
が
降
り
始
め
、そ
れ
と
同
時
に

家
前
に
は
た
く
さ
ん
の
車
が
停
ま
り
、

帰
省
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち

で
に
ぎ
わ
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

お
盆
に
お
祭
り
を
行
う
地
区
で
は
、
続

く
雨
マ
ー
ク
に
ヤ
キ
モ
キ
し
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ら
っ
せ
も
、
帰
省
さ
れ
た
方
や
観

光
に
い
ら
し
た
方
、
指
定
文
化
財
を
見

に
来
た
村
民
と
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

現
在
こ
ら
っ
せ
で
は
…

　

小
赤
沢
地
区
に
あ
る
黒
駒
太
子
堂
に

保
管
さ
れ
て
い
た
栄
村
宝
「
黒
駒
太
子

画
像
」
を
撮
影
し
た
も
の
が
実
寸
大
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
黒
駒
太
子
画
像
は
、
鈴
木
牧

之
（
秋
山
記
行
著
者
）
が
訪
れ
た
文
政

11
年
（
１
８
２
８
）
の
時
に
は
既
に
あ

っ
た
よ
う
で
、
秋
山
記
行
に
は
、
牧
之

が
見
せ
て
ほ
し
い
と
所
有
し
て
い
る
方

に
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、
盆
と
正
月

で
な
く
て
は
開
帳
で
き
な
い
と
断
ら
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら

１
９
０
年
以
上
前
か
ら
守
ら
れ
受
け
継

が
れ
て
き
た
黒
駒
太
子
画
像
を
ぜ
ひ
見

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

こらっせ展示物出張中
●火焔型土器
　→津南町なじょもん
　　「火焔土器の魅力」特別展

●横倉遺跡
　→群馬県みどり市岩宿博物館
　　第66回企画「石槍」

　

栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会
が
主
催
す

る
自
然
学
校
で
、
８
月
２
日
㈭
か
ら
２

泊
３
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た

（
の
よ
さ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
）。
今
年
の

テ
ー
マ
は
、
栄
村
の
大
自
然
を
堪
能
す

る
こ
と
。
１
日
目
は
テ
ン
ト
は
り
や
マ

イ
箸
づ
く
り
、
野
外
炊
事
と
キ
ャ
ン
プ

恒
例
の
活
動
を
行
い
、
２
日
目
に
は
雑

魚
川
流
域
に
お
い
て
一
日
か
け
て
沢
登

り
を
行
い
ま
し
た
。
水
の
冷
た
さ
や
美

し
さ
、
溶
岩
石
の
美
し
さ
と
、
自
然
の

豊
か
さ
を
目
で
見
る
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
活
動
を

支
え
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
（
村
内
の
中
高

生
）
た
ち
も
、神
経
を
は
り
め
ぐ
ら
せ
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
楽
し
く
活
動
で

き
る
よ
う
に
と
全
力
を
尽
く
し
て
く
れ

ま
し
た
。
特
に
、
恥
ず
か
し
さ
を
捨
て

て
挑
ん
だ
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
、

子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
た

よ
う
で
す
。

栄
村
自
然
学
校
で
栄
村
の
大
自
然
を
満
喫
!!

こ
ら
っ
せ
周
辺
改
修
整
備

を
行
い
ま
し
た
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い
ま
す
。
栄
村
公
民
館
報
で
は
、
山
林

資
源
を
活
か
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し

て
い
る
村
民
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
栄
村
の
い
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す

か
」
と
伺
う
と
、
多
く
の
方
が
「
自
然

が
豊
か
」
と
答
え
ま
す
。
確
か
に
栄
村

は
２
７
０
キ
ロ
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大

な
面
積
を
持
ち
、
そ
の
92
・
８
％
は
山

林
原
野
と
木
々
の
緑
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。「
豊
か
」
と
一
言
に
言
っ
て
も
目

で
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
豊
か
さ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
山
菜
や
木
材

と
言
っ
た
生
活
に
活
か
す
こ
と
の
で
き

る
資
源
が
豊
富
で
あ
っ
た
り
、
希
少
生

物
が
生
息
し
て
い
た
り
と
実
際
に
暮
ら

し
に
触
れ
て
、
そ
の
土
地
に
関
心
を
持

つ
こ
と
で
初
め
て
わ
か
る
「
豊
か
さ
」

も
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
は
昔
、
田
畑
だ
け
で
な
く
、
山

の
資
源
を
活
か
し
て
暮
ら
し
を
営
ん
で

き
ま
し
た
。
社
会
の
変
容
と
共
に
自
然

資
源
を
活
用
す
る
場
面
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
現
在
で
も
薪
を
切
り
出
し

た
り
山
菜
を
採
っ
た
り
と
山
の
資
源
を

活
用
し
た
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
る
方
が

一
石
を投

じ
る

山
の
資
源
を
活
か
す

　

最
近
は
コ
シ
ア
ブ
ラ
も
一
部
加
え
て

い
る
が
、
主
力
は
ワ
ラ
ビ
採
り
。
５
月

半
ば
前
か
ら
６
月
一
杯
に
か
け
て
週
３

回
の
ツ
ア
ー
客
を
募
っ
て
お
り
、
毎
シ

ー
ズ
ン
３
０
０
名
前
後
の
お
客
さ
ん
に

利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ゼ
ン
マ
イ

は
、
採
っ
て
も
茹
で
る
の
が
大
変
な
方

も
い
る
の
で
、
茹
で
る
と
こ
ろ
ま
で
心

配
し
た
り
、
乾
燥
し
た
も
の
を
販
売
し

た
り
も
し
て
い
る
。

　

既
に
20
数
年
前
か
ら
こ
の
仕
事
を
し

て
い
る
が
、
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
１
９
７
５
年
の
減
反
政
策
。
当

時
農
協
に
勤
め
て
い
て
、
農
協
や
村
で

は
米
に
代
わ
る
特
産
物
を
考
え
な
け
れ

ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
、

タ
ケ
ノ
コ
採
り
ツ
ア
ー

や
っ
て
ま
す

山
の
生
り
物
で産業

を
営
ん
だ

小 林 清 治 さん
（泉　平）

山 田 政 治 さん
（五宝木）

ば
と
い
う
こ
と
で
、
加
工
ト
マ
ト
、
イ

チ
ゴ
、
山
ゴ
ボ
ウ
、
ア
ス
パ
ラ
、
ナ
メ

コ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
タ
ラ
ノ
メ
等
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
試
み
た
。
ゼ
ン
マ
イ
も
当

時
水
田
転
作
と
し
て
導
入
さ
れ
、
村
全

体
で
5
町
歩
ほ
ど
転
作
。
こ
の
中
に
は

現
在
も
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
。

　

自
分
自
身
、
山
菜
を
農
協
に
出
荷
し

て
い
た
が
、
山
菜
と
観
光
を
結
び
つ
け

た
取
組
み
を
始
め
た
の
は
農
協
を
辞
め

る
少
し
前
の
こ
と
。
観
光
と
結
び
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
自
分
で
採
る
手
間
を
省

く
こ
と
が
で
き
、
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ

に
は
若
干
の
肥
料
は
与
え
る
が
、
山
菜

は
無
農
薬
で
栽
培
で
き
る
た
め
経
費
が

さ
ほ
ど
掛
か
ら
な
い
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

に
は
草
取
り
や
刈
り
払
い
、
森
林
の
枝

打
ち
等
の
世
話
が
必
要
だ
が
、
自
分
に

と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
が
趣
味
の
う
ち
に

入
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
苦
に
は
し
て
い

な
い
。

　

栄
村
は
山
の
木
材
は
豊
富
だ
が
、
今

の
段
階
で
は
例
え
チ
ッ
プ
と
し
て
売
る

と
し
て
も
価
格
が
安
く
て
あ
ま
り
採
算

に
合
わ
な
い
。
集
成
材
な
ど
に
し
て
そ

れ
な
り
の
価
格
で
出
荷
で
き
れ
ば
よ
い

と
思
う
、
そ
の
た
め
に
は
近
く
に
そ
う

い
う
工
場
が
で
き
る
必
要
が
あ
る
。

（
こ
こ
は
取
材
者
と
の
対
話
の
中
で
）

 

取
材
担
当
：
齋
藤
好
明
編
集
委
員

　

山
に
は
、
雪
が
消
え
て
か
ら
雪
が
降

る
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
。
ワ

ラ
ビ
や
キ
ノ
コ
、
薬
草
、
き
く
ら
げ
で

年
間
３
０
０
万
稼
ぎ
、
冬
の
出
稼
ぎ
へ

は
出
な
か
っ
た
。
山
で
稼
ぐ
の
は
む
ず

か
し
い
と
い
う
が
、
そ
れ
は
た
だ
山
の

物
を
知
ら
な
い
だ
け
。
山
の
物
で
稼
い

だ
お
金
で
車
を
購
入
し
た
時
は
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
。

　

山
か
ら
得
ら
れ
る
物
だ
け
で
な
く
、

畑
の
す
み
に
マ
タ
タ
ビ
を
植
え
た
り
、

耕
作
し
な
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
に
ワ
ラ
ビ

を
植
え
た
り
、
ブ
ナ
の
苗
木
を
植
え
た

り
と
、
山
の
土
地
や
資
源
を
活
か
し
た

産
業
・
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
た
。
ブ
ナ

の
木
を
植
え
た
時
、
植
え
た
苗
が
孫
や

ひ
孫
の
代
ま
で
つ
な
が
る
と
思
っ
て
植

え
た
。

　

今
は
あ
ま
り
苗
木
を
植
樹
す
る
人
が

い
な
く
な
っ
た
が
、
先
の
こ
と
を
考
え
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資
源
を
有
効
活
用
し
て
栄
村

暮
ら
し
を
満
喫
し
て
ま
す

大 庭 光 一 さん
（箕　作）

て
、
少
し
で
も
植
え
て
育
て
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
。
孫
や
ひ
孫
に
継
ぐ
た

め
に
も
…
。

 
取
材
担
当
：
阿
部
美
代
子
編
集
委
員

　

動
画
サ
イ
ト
で
エ
コ
ス
ト
ー
ブ
（
ロ

ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
）
を
見
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
自
分
に
も
作
れ
そ
う
だ
と

思
い
一
斗
缶
で
作
成
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
栄
村
に
は
燃
料
が
山
ほ
ど
あ
る

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
エ
コ

ス
ト
ー
ブ
は
木
の
枝
や
廃
材
で
も
十
分

火
力
が
上
が
る
。
山
に
あ
る
枝
や
廃
材

を
も
っ
た
い
な
く
感
じ
、
そ
れ
ら
を
う

ま
く
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
他
に
も
釣
り
が
好
き
な
の
で
、
そ

の
辺
に
落
ち
て
い
る
鳥
の
羽
を
材
料

に
、
毛
ば
り
を
作
っ
て
い
る
。

 

取
材
担
当
：
斉
藤
和
代
編
集
委
員

　

昭
和
40
年
頃
ま
で
は
、
山
の
資
源
は

暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
食

料
、
燃
料
、
材
料
を
調
達
す
る
貴
重
な

財
力
で
し
た
。
そ
の
後
労
力
を
費
や
さ

な
く
て
も
安
く
て
手
に
入
り
や
す
い
燃

料
や
物
資
が
市
場
を
埋
め
つ
く
し
、
出

回
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
に
入
る
人

が
急
激
に
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
現
在
で
は
、
山
林
に
は
低
木
が

生
い
茂
り
、
休
耕
田
の
増
加
や
人
口
減

少
な
ど
も
伴
っ
て「
山
が
近
く
な
っ
た
」

と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

　

大
庭
光
一
さ
ん
が
作
成
し
た
と
い
う

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
今
年
３
月
に

講
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
和
田
芳
治
さ
ん

も
制
作
し
て
お
り
、
①
防
災
に
強
い

②
燃
料
費
が
か
か
ら
な
い
こ
と
を
売
り

に
し
て
、
教
室
開
催
の
た
め
全
国
各
地

を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
光
一
さ
ん
の

言
う
よ
う
に
、
栄
村
に
は
、
汗
は
か
き

ま
す
が
、
た
だ
で
手
に
入
る
燃
料
が
山

ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

雪
が
消
え
て
か
ら
降
る
ま
で
、
活
か

す
資
源
が
沢
山
あ
る
と
い
う
政
治
さ
ん

が
言
う
よ
う
に
、
私
た
ち
は
山
林
で
活

か
す
植
物
を
知
ら
な
い
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
も
っ
と
山
を
知
る
こ
と
で
有

効
に
活
用
で
き
る
資
源
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

山
の
手
入
れ
を
行
い
な
が
ら
、
山
菜

と
観
光
を
繋
げ
た
小
林
清
治
さ
ん
。
土

地
を
有
効
に
活
か
し
、
手
入
れ
を
し
て

林
に
光
を
入
れ
る
こ
と
で
、
山
の
恵
み

で
あ
る
山
菜
を
産
業
に
活
か
し
て
い
ま

す
。　

　

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
栄
村
の

92
・
８
％
（
２
６
５
キ
ロ
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

が
山
林
原
野
で
す
。
こ
れ
を
「
資
源
」

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
里
山
の

魅
力
を
引
き
出
す
様
々
な
可
能
性
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
滝
集
落
の
あ
る
方
が
、「
古
道
の

草
刈
り
を
は
じ
め
た
ら
様
々
な
希
少
な

山
野
草
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
も
山
を
管
理
す
る
こ
と
で
た

く
さ
ん
の
山
菜
と
い
う
資
源
を
得
て
い

ま
す
。
和
田
さ
ん
は
「
草
を
刈
れ
」「
里

山
は
、
人
が
自
然
資
源
を
活
用
し
て
、

初
め
て
得
ら
れ
る
も
の
」
と
も
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
国
の
森
林
管
理
に
関
す

る
法
律
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
備
え

て
、
長
野
県
で
は
森
林
税
を
活
用
し
た

様
々
な
森
林
管
理
・
活
用
に
関
す
る
事

業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

近
年
、
石
油
の
高
騰
や
東
日
本
大
震

災
後
の
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
、
薪
ス

ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
と
い
っ

た
、
木
材
を
利
用
し
た
暖
房
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

そ
こ
に
関
心
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
栄

村
に
も
新
た
な
産
業
誕
生
の
ヒ
ン
ト
が

隠
さ
れ
て
い
そ
う
で
す
。

　

前
回
の
郷
土
食
に
つ
い
て
も
そ
う
で

し
た
が
、
ま
ず
は
関
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
栄
村
の
山
の
特
性

を
知
り
、
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
考
え

実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
で
き
な
い

理
由
は
探
さ
な
い
」
と
多
く
の
実
践
者

は
語
り
ま
す
。

　

村
の
膨
大
な
資
源
活
用
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

栄村の森林の特性を知り、
資源活用について考えてみよう

◦講　師：小山泰弘氏（長野県林業総合センター）
◦期　日：９月18日㈫
◦時　間：午後６時30分～午後８時30分
◦会　場：栄村公民館

栄 公 館 座村 民 講
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あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
二
十
八

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』 （
二
）

実
際
に
鮭
川
と
い
う
地
名
が
あ
る
そ
う

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
証
文
の
鮭
川
は
地
名

で
は
な
く
、
鮭
が
遡
上
す
る
川
、
あ
る

い
は
鮭
が
獲
れ
る
川
を
指
し
ま
す
。
そ

し
て
獲
っ
た
鮭
に
は
税
が
か
か
る
の

で
、
ひ
い
て
は
税
を
払
っ
て
鮭
を
獲
っ

て
い
る
川
、
と
い
う
意
味
に
な
り
ま

す
。
こ
の
川
で
漁
期
に
あ
た
る
旧
暦
八

月
か
ら
十
一
月
に
鮭
を
獲
る
権
利
が
、

こ
の
証
文
で
売
り
買
い
さ
れ
た
も
の
で

す
。
鮭
川
の
権
利
は
数
人
で
分
け
持
っ

て
お
り
、
留
之
助
と
庄
右
衛
門
は
同
じ

中
条
川
で
権
利
を
持
っ
て
い
る
仲
間
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
分
を「
川
坪
」

と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
川
坪
」

は
留
之
助
の
証
文
の
方
に
だ
け
書
か
れ

た
文
言
で
す
が
、
普
通
は
「
私
持
ち
分

の
川
」
と
だ
け
書
か
れ
る
の
で
、
珍
し

い
言
い
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
『
栄
村
史
』
堺
編
に
載
っ
て
い
る
漁

場
の
質
入
れ
証
文
が
春
秋
二
季
の
「
鮭

鱒
川
（
春
は
鱒ま

す

、
秋
は
鮭
の
漁
期
に
あ

た
り
ま
す
）」
を
引
当
て
に
し
て
い
る

の
で
、
鮭
川
の
権
利
は
漁
期
に
限
っ
た

も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
史
料
で

は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
漁
期
に

な
る
と
、
鮭
川
仲
間
で
な
い
が
普
段
通

り
何
気
な
く
川
べ
り
に
立
ち
入
っ
て
思

わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
千
曲
川
や
支
流
で
ど
の

く
ら
い
鮭
が
獲
れ
た
か
、
栄
村
内
で

は
漁
獲
高
を
記
し
た
古
文
書
が
ま
だ

見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、『
津
南
町

史
』
を
参
照
し
て
み
ま
す
。
津
南
町
の

旧
外
丸
村
小
島
の
高
橋
家
に
は
信
濃

川
（
千
曲
川
）
の
漁
場
で
の
漁
獲
高

を
記
し
た
「
荒
瀬
魚
取
帳
」
と
い
う

古
文
書
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
江
戸
時
代
後
期
の
天
明
二

年
（
一
七
八
二
）
の
漁
期
の
内
に
、
川

子
八
人
の
組
で
一
六
四
尺
（
鮭
一
匹
を

一
尺
と
表
現
し
ま
す
）
の
漁
獲
を
得

て
、
進
物
と
自
家
用
を
除
い
た
売
上
げ

が
一
四
両
三
朱
余
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
江
戸
時
代
最
大
の
漁
獲
は
天
明
八

年
、
あ
る
組
が
四
五
五
尺
を
水
揚
げ
し

た
、
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
の
鮭
の
値

段
は
、
大
き
さ
や
種
類
に
よ
り
、
五
十

文
か
ら
高
い
も
の
は
五
百
文
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
天
明
期
ご
ろ
は
金
一
両
が

だ
い
た
い
六
〇
〇
〇
文
だ
っ
た
そ
う
で

す
か
ら
、
五
〇
〇
文
は
金
で
は
一
朱
と

少
し
、
銀
な
ら
五
匁
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
ま
で
高
い
鮭
は
滅
多
に
獲
れ
な
い
で

し
ょ
う
が
、
前
回
紹
介
し
た
庄
左
衛
門

が
鮭
川
を
手
放
し
た
値
段
が
金
二
朱
で

す
か
ら
（
万
延
年
間
に
は
金
一
両
が
銭

六
五
〇
〇
文
で
し
た
）、
鮭
獲
り
が
い

か
に
儲
け
が
大
き
か
っ
た
か
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。

　

続
き
ま
す
。

地域史料保全有志の会
鈴木努(通称：ど先生)
イラスト作成：佐藤洋平

「
庄
左
衛
門
の
鮭
川
証
文

廣
瀬
博
明
家
文
書
」

　

こ
の
夏
は
記
録
的
な
酷
暑
と
な
り

ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
暑
く
な
る
の
か

と
目
を
見
張
る
思
い
で
し
た
が
、
い

っ
ぽ
う
で
ひ
と
雨
来
て
冷
え
込
ん
だ

翌
日
は
一
気
に
三
〇
度
を
超
え
、
そ

ん
な
時
は
二
日
間
の
寒
暖
差
が
十
二

度
に
も
な
り
ま
し
た
。
記
録
的
な
豪

雨
災
害
も
あ
り
、
慌
た
だ
し
い
夏
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
前
回
の
続
き
で
す
。
鮭
川

の
証
文
に
つ
い
て
、
内
容
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
江
戸
時
代
の
銭
一
文
は
い
ま
何
円
？
】

　

江
戸
時
代
の
両
替
の
率
と
現
在
の
金き

ん

の
価
格
で
換
算
す
る
と
、
銭
一
文
は
だ

い
た
い
五
円
か
ら
一
二
円
に
な
り
ま

す
。商
品
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
上
下
し
、

最
近
の
鮭
の
値
段
で
比
較
す
る
と
一
文

は
八
〇
円
く
ら
い
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
証
文
で
は
「
鮭
川
」
と
「
川

坪
」
と
い
う
言
葉
に
ま
ず
注
目
し
て
お

き
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
山
形
県
に
は
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図書室だより
　盆が過ぎれば日は短くなるばかり…「秋の夜長といえば読書」シーズンの始まりです。
　買って部屋の片隅に積みっぱなしの本はありませんか。読まずに積んである本を「積読（つんどく）」
と呼ぶそうです。この言葉は読書が家庭における娯楽の中心であった明治時代に生まれたそうで、明
治時代からこんな言葉があったということはそれだけ積読をしていた人たちが存在していたわけです
から驚きです。積読を解消する必要はないという意見もありますが、買った時の気持ちを思い出して
このシーズンにひっぱり出すのも積読ならではの楽しみかもしれませんね。
　役場２階の公民館図書室にもぜひ足を運んでくださいね。

図書室開館情報
　栄村に図書館はありませんが、図書室とし
て役場２階の一角に、栄村公民館図書室があ
ります。自由に出入りできますので、お気軽
にご利用ください。図書室にお求めの本がな
くても、県立図書館から取り寄せることもで
きます。

●開館日　平日：午前８時30分～午後５時
　　　　　土日：午前９時～正午
●休館日　祝日及び祝日のかかる土日（連休）
※土日は図書ボランティアの協力で開館しています。

4か月、入園児(3歳)、入学児に本をプレゼントしました4か月、入園児(3歳)、入学児に本をプレゼントしました

　子どもたちにたくさんの本にふれてほしいと願い、栄村公民館では子どもたちへの図書
プレゼントを行っています。たくさんの物や色、お話に出会って心豊かに育ちますように。

新着図書そろえました！

村内移動図書計画中…

・引き抜き屋①②� （雫井　脩介）
・雪割草� （横溝　正史）
・平凡な革命家の食卓� （樋口　有介）
・キラキラ共和国� （小川　　糸）
・ののはな通信� （三浦しをん）
・下町ロケット�ゴースト� （池井戸　潤）
・西郷どん！� （林　真理子）
� 他1５冊

　冬支度を終えた11月から３月までの冬期間、
村内各集落を巡回する移動図書を実施します。
昨年度は、延べ147名の方にご利用いただきま
した（貸出冊数481冊）。

図書ボランティア募集中
　本が好きな方、ゆっくり本を読む時間
がほしいと思う方。当番は月１回程度で
す。興味関心のある方は、栄村公民館図書
室（87-3118）までお問い合わせください。

栄村
公民館

秋の夜長に備えて…
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年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて…　②今思うこと・言いたいこと

①
親
父
と
植
林
を
し
た
り
、
田
を
掘
っ
た
り
し
て
先
祖
か
ら
の
土
地
を

守
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
養
蚕
、
キ
ノ
コ
栽
培
、
養
豚
、
キ
ハ

ダ
、
ワ
ラ
ビ
、
稲
作
等
々
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
て
暮
し
て
き
た
。
自

分
で
携
わ
り
思
い
入
れ
の
あ
る
杉
林
が
、
い
つ
の
間
に
か
騙
さ
れ
て

人
手
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分
の
山
の
場
所
や
、
法
的

な
こ
と
な
ど
も
っ
と
勉
強
す
べ
き
と
感
じ
た
。
材
木
の
価
値
が
下
が

っ
て
山
を
放
置
し
て
い
る
こ
と
が
切
な
い
。

②
こ
の
栄
村
の
自
然
の
中
で
暮
す
こ
と
の
意
味
を
よ
く
考
え
て
、
先
人

が
守
り
活
用
し
た
財
産
を
す
た
れ
な
い
よ
う
に
遺
し
て
い
っ
て
ほ

　

し
い
。

①
主
人
に
先
立
た
れ
た
こ
と
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
人
暮

ら
し
。
子
ど
も
の
頃
、
父
親
は
ず
っ
と
戦
争
に
出
た
き
り
め
っ
た
に

帰
ら
な
か
っ
た
。
母
は
病
弱
で
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
た
。
主
人
と
結

婚
し
て
迎
え
ら
れ
た
時
は
家
中
で
喜
ん
だ
。
テ
レ
ビ
は
あ
ま
り
見
な

い
が
、
ラ
ジ
オ
の
深
夜
番
組
で
昭
和
歌
謡
を
聞
く
の
が
楽
し
み
。

②
何
の
心
配
も
な
く
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
せ
っ
つ

ぇ
も
ん
畑
を
育
て
、
市
場
に
出
し
た
り
姉
妹
や
子
ど
も
に
あ
げ
る
の

を
張
り
合
い
に
、
自
然
体
で
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
。

①
苦
労
の
話
な
ら
尽
き
な
い
。
両
親
と
も
早
く
に
亡
く
な
っ
た
。
小
面

積
の
田
畑
が
数
多
く
散
ら
ば
り
、
管
理
が
大
変
だ
っ
た
。
８
人
兄
弟

の
４
番
目
。
98
歳
の
姉
を
含
め
、
み
ん
な
達
者
で
い
る
。
み
ん
な
が

元
気
な
う
ち
に
と
、
兄
弟
会
を
開
い
て
も
ら
っ
て
全
員
が
集
ま
っ
た

と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
。

②
今
ま
で
よ
く
頑
張
っ
て
こ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
じ
っ
と
し
て
い
ら

れ
な
い
性
分
な
の
で
、
よ
く
些
細
な
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う
が
、
病
気

は
し
た
こ
と
が
な
い
。
丈
夫
に
産
ん
で
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
な
が

ら
、
若
い
も
ん
に
心
配
か
け
な
い
よ
う
に
健
康
で
い
た
い
。

齋藤忠三（86歳）　天代

やんちゃな長男
　食いしん坊な次男
　　甘えん坊な三男です
尽
じ ん

くん（６歳）・向
こ う

くん（４歳）・介
か い

くん（１歳）

年輪 153

　これからも個性豊かに仲良く大きくなーれ
勝家玄太さん・志穂さん宅（横倉）

山本さよ子（86歳）野田沢 山本あき（88歳）野田沢

おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ
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おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ

今月の一句 〜栄村俳句会〜

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の

分
、
稲
の
成
長
は
い
い
み
た
い
で

す
。
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
す
。
お

い
し
い
お
米
が
食
べ
ら
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。�

美

　この４月に飯山高校に入学して、日々楽しい
学校生活を送っています。高校に入ってからも
榮太鼓や吹奏楽を続けています。部活では楽器
が変わり、高校の授業の進度が早かったりと大
変なことがありますが、両立できるように一生
懸命頑張っています。また、クラスメイトも多
いので、毎日たくさんの刺激を受けています。
これからも楽しい学校生活が送れるといいなと
おもっています。�広瀬友郁さん（15歳）　白鳥

～「ありがとう」の気持ち～
　みなさんは一日にどれだけ「ありがとう」の気持
ちを伝えていますか？「ありがとう」と言われて嫌
な気持ちになる人はいないと思います。「ありがと
う」は、自己肯定感を高める言葉とも言われていま
す。たしかに、「あ～やってよかった」「役にたてて
よかった」そんな気持ちになりますね。
　「福祉サービスの充実」と全国的に取り組まれて
いますが、「介護」をすることだけを考えるのでは
なく、高齢だからこそ持っている知識や経験を教え
てもらう、相手にできそうなことをお願いする、そ
うした関わりからお互いに「ありがとう」と言われ
る場をつくることも大切です。家族、地域で一人ひ
とりが感謝されることで、笑顔あふれる村になるの
ではないでしょうか。

今月の一句 〜栄村俳句会〜

人権ミニ講座③

炎
天
は
被
災
者
の
背
に
容
赦
な
く�

杉
浦
恵
子

桃
の
枝
に
二
匹
の
蛍
留
ま
れ
り�

柳
　
静
江

持
っ
て
け
と
き
ゅ
う
り
も
も
ら
う
ビ
ラ
配
り�

馬
場
澤
子

千
曲
川
黒
く
う
ね
り
て
ね
ぶ
の
花�

関
谷
貞
子

涼
風
や
脳
ト
レ
体
操
お
達
者
会�

斉
藤
は
る
子

峡
の
村
郭
公
の
声
す
き
通
る�

福
原
勇
一

素
直
な
る
心
で
老
い
た
し
キ
ウ
リ
採
る�

山
田
セ
キ

根
曲
も
竹
と
伸
び
よ
吾
が
孫
も�

山
田
政
治

編
集
後
記

　毎年恒例となっている栄村総合文化祭
も今年で40回目。節目の文化祭を村民
みんなで盛り上げましょう !!
　現在、ステージ発表者、展示出展者、
のどじまん大会出場者募集中 !!
　詳しくは配布したチラシ、もし
くは栄村公民館（☎87-2100）
までお問い合わせください。

10月21日㈰ 開催!!

第40回
栄村総合文化祭






